
　＝行事案内　　　＝会員募集募行
みなさんの情報交換の場

★ ２月にお誕生日を迎える小学校就学前のお子さんの写真を募集中です。顔のはっきり写った
お子さんの写真、氏名、ふりがな、住所、生年月日、40字以内のコメント、保護者の氏名、
連絡先を記入のうえ下記の宛先へ郵送又は直接持参してください。（応募多数の場合抽選）
※応募いただいた写真は返却できません。１月生まれのみんな

あて先 〒367-8501　本庄市本庄３-５-３　本庄市役所秘書広報課広報広聴係
☎㉕1155　※締め切りは１月15日㈬必着です。平成26年1月1日号 14

１歳の誕生日お
めでとう！これ
からもお兄ちゃ
んたちと仲良く、
元気に育ってね！

１歳おめでとう!!
蒼衣の笑顔を見
ているだけで幸
せだよ素直で
優しく元気に育っ
てね♪

これからも、元
気で強気な、か
わいいさとくん
でいてね！おね
えちゃんより。

いろちゃん、１
歳おめでとう
元気に成長して
くれて、ありが
とう。大大
大好き

児玉郡市リズム＆なわとびクラブ
「定期発表会２０１４」

日時　１月26日㈰
　　　正午～午後３時45分
会場　市民文化会館
費用　700円（一部チャリティー）
※当日直接会場へお越しください。
問い合わせ　榎本☎090-5530-8708

NPO AZアグリ倶楽部市民農園　
場所　千代田３丁目
区画数　４区画
費用　年間5,000円（50㎡）
問い合わせ　飯塚☎090-3086-0358

　本庄ジュニアダンススクール
ひまわり

（子どものための社交ダンスレッスン）

日時　毎週木曜日
　　　午後７時30分～８時45分
場所　インフォメーションセンター
　　　（本庄駅内）
対象　小学校１年生～高校３年生
費用　月会費1,000円
問い合わせ　山中☎㉒7530

でんごん広場

行

募

茂
もて

木
ぎ

　蒼
あお

衣
い

ちゃん〈１歳〉
（朝日町２丁目）

吉
よし

田
だ

　知
さと

史
し

ちゃん〈１歳〉
（栗崎）

１歳おめでとう
いつもみんなに
囲まれて幸せ者
だね♪笑顔なわっ
くん、大好きだ
よ

桜
さくら

井
い

　環
わ く

空ちゃん〈１歳〉
（児玉町児玉）

山
やま

田
だ

　彩
いろ

葉
は

ちゃん〈１歳〉
（児玉町金屋）

５歳のお誕生日
おめでとう！い
つも元気いっぱ
いで笑顔のまな
が大好きだよ

菅
すが

谷
や

　愛
まな

葉
は

ちゃん〈５歳〉
（朝日町２丁目）

清
し

水
みず

陽
ひ ま り

真理ちゃん〈１歳〉
（児玉町高柳）

でんごん広場の掲載申し込み
は、秘書広報課（☎㉕1155）
へお問い合わせください。

募

　11月17日に彩の国くまがやドームで開催された「第37回
全国育樹祭」の式典行事に東小平みどりの少年団が出演し、春

から育てた冬桜の苗
木を林芳正農林水産
大臣に手渡す「緑の
贈呈」を行いました。
会場では、皇太子殿
下から団長に直接お
言葉をいただきました。

善意ありがとうございます
　「ほんじょう緑の基金」に
寄附をいただきました。
　いただいた寄附金は有効に
活用させていただきます。
　ありがとうございました。

（順不同・敬称略）
▲赤城乳業株式会社

▲沖電気工業株式会社

に、東小平みどりの少年団
　　　　　が出演しました！
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本庄市長

しんげの
一言メッセージ市長コラム

既成市街地の課題への取り組み

セ
ル
デ
ィ
臨
時
休
館
の
お
知

ら
せ

（
広
告
）

（
広
告
）

　

セ
ル
デ
ィ（
児
玉
中
央
公
民
館
・

児
玉
文
化
会
館
・
図
書
館
児
玉
分

館
）
は
１
月
27
日
㈪
を
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
の
た
め
臨
時
休
館
し
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

★
セ
ル
デ
ィ
☎
72
８
８
５
１

　

１
月
26
日
㈰
に
行
わ
れ
る
本
庄

市
長
選
挙
及
び
本
庄
市
議
会
議
員

一
般
選
挙
で
前
原
児
童
セ
ン
タ
ー

が
投
票
所
に
な
る
た
め
、
館
内
の

体
育
遊
戯
室
は
次
の
期
間
利
用
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日 
時　

１
月
24
日
㈮
午
後
１
時
〜

１
月
25
日
㈯
終
日

※
館
内
の
図
書
室
及
び
前
庭
は
利

用
で
き
ま
す
。

★ 

前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
㉑
９
８

２
０

停
止
日　

２
月
８
日
㈯

　

市
庁
舎
の
電
気
点
検
に
よ
り
、

本
庄
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
予
約
シ
ス

　

昨
年
８
月
か
ら
開
始
し
た
「
電

子
申
請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス
」
に
電

子
署
名
を
利
用
し
た
次
の
手
続
き

を
追
加
し
ま
し
た
。

○
住
民
票
の
写
し
の
請
求

○ 

住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
の
請

求

　

こ
れ
ら
の
手
続
き
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
申
請
す
る
た
め
に
は

次
の
も
の
が
必
要
で
す
。

・ 

電
子
証
明
書
が
付
加
さ
れ
た
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

・ 

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
（
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
の
情
報

を
読
み
取
る
機
器
）

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内「
本
庄
市
電
子
申
請
・
届
出
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★ 

市
民
課
☎
㉕
１
１
１
３
、
情
報

シ
ス
テ
ム
課
☎
㉕
１
１
８
９

テ
ム
を
一
時
停
止
し
ま
す
。
こ
の

日
は
、
窓
口
で
の
予
約
受
付
も
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

（
学
校
開
放
施
設
を
除
く
）。

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
館
内
一

部
利
用
中
止
の
お
知
ら
せ

本
庄
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
予
約

シ
ス
テ
ム
の
一
時
停
止
の
お

知
ら
せ

１
月
６
日
㈪
か
ら
「
電
子
申

請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス
」
で
可

能
な
手
続
き
を
追
加
し
ま
し

た

　既成市街地の課題は多くの自治体の共通の悩みで
す。かつてにぎわった商店街はシャッター通りと化
し、老朽化が激しい空き家、あるいは空き家を壊し
た跡地など有効活用がなされないままの空間も増え
ています。加えて定住・交流人口の減少と高齢化が
同時に進み、自治会など地域を支える組織も維持し
ていくことが困難な状況も生じています。本庄市も
例外ではありません。
　これらの課題の背景には、①商業環境の大きな変
化、②病院や公共施設などが駐車場の確保できる郊
外に移転し、街なかに人が集まらない、③郊外への
住宅開発が進む一方、街なかの狭い路地沿いの住宅
は法的に建て替えられない、④土地や建物の私権が
からみ合い、再開発などを行おうとしても膨大な時
間と財政負担がかかる、など一筋縄では解決できな
い複雑多様な問題が横たわっています。
　しかし、今や日本は超高齢化と人口減少の時代。
郊外にばかり市街地を広げるより、むしろ交通至便
な駅の周辺などの既成市街地へ人々の定住を改めて

お
知
ら
せ

促し、将来にわたる持続可能な都市を形成していく
ことが求められています。
　そのためには、既成市街地の課題への多角的なア
プローチや工夫が必要です。歴史ある街なかにこそ
存在する文化的な建造物の価値を再認識して活用を
図り、その周辺についても風情ある街並みの形成を
誘導する。空き家条例と補助制度のセットで廃屋の
解体を進め、跡地に地域住民や街に来る人が交流し
憩える場をつくる。狭い路地にしか面していない土
地は、周辺と一体的に小さな開発事業を行えるよう
民間の土地活用を促す。また郊外に出てしまった公
共施設などを集約して市街地に戻し、あわせて空き
店舗の有効活用を進め、街なかで暮らすための都市
機能の向上を図るなど。
　今年度末には本庄早稲田駅前周辺のUR都市再生機
構によるインフラ整備が一つの区切りを迎えます。市
では今後まちづくりの新たな段階として、既成市街
地のさまざまな課題に果敢に取り組んでまいります。


